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話し言葉データにおける格助詞性複合辞の使用状況 

―座談会・インタビュー・講演録を利用して― 
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1. はじめに 
複合辞とは、「いくつかの語が一まとまりになり、その一まとまりが固有の『付属語』

(辞)的な意味を担うものとして用いられる形式」(山崎他 2001,p.1)である。「について」「か

もしれない」等がその例である。助詞・助動詞相当の機能を持つことから、「複合助辞」

「複合助詞/複合助動詞」ともいわれる(『日本語学研究事典』等)。複合辞は現代日本語にお

いて多用されている。 
丁（2023）では、日本語アカデミック・ライティングにおける格助詞性複合辞の使用実態

に注目したが、本研究では、これと比較するために、座談会等に調査対象を定めた。座談会

は話し言葉の資料ではあるが談話そのままではなく読者に理解しやすいように話者・編集

者等によって文として整えられている可能性があるところに却って資料価値が認められる

ため、あえて言語資料として取り上げ、格助詞性複合辞の使用実態を調査することにした。

その上で、日本語教育の場での格助詞性複合辞指導の可能性を探りたい。 
 
2. 複合辞の定義と分類について 
複合辞の定義について、森田・松木(1989)は、「いくつかの語が複合して、ひとまとまり

の形で辞的な機能を果たすものを『複合辞』」と述べている。また、森田・松木(1989)と松

木(1990)は、意味機能により複合辞を助詞性複合辞と助動詞性複合辞に分類し、助詞性複合

辞をさらに係助詞性複合辞、格助詞性複合辞、副助詞性複合辞などに分類している。 
その上で、格助詞性複合辞をさらに分類した下位分類として、以下の【表１】に示すよう

に、A から I まで 9 種類にまとめている。本研究ではこれに基づき、【表１】に示した格助

詞性複合辞 44 種類１（異なり数）を調査対象とし、考察を行う２。 
【表 1】意味機能による格助詞性複合辞の分類 

（森田・松木(1989)，松木(1990)による） 

格

助

A 

 

資格・立場・状

態・視点 

として、をもって、でもって、にとって、からすると、からすれば、

からして、からいうと、からいえば、からいって、からみると、から
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詞

性

複

合

辞 

みれば、からみて、からみたら 

B 対象・関連 について、につき、に関して、に対し(て 3)、をめぐって、にかけて(は・

も)、にかけると、にかけても、につけ(て) 

C 仕手・仲介・手

段・根拠・原因 

によって、により、によると、によれば、をもって、でもって、を通

して、を通じて、にして、につき 

D 時・場所・状況 において、にあって、にあたって、に際し(て)、（の）折に、(の)折か

ら、につけ(て)、にして 

E 起点・終点・範

囲 

からして、をはじめ、に至るまで、にかけて、を通じて、にわたって 

F 基準・境界 をもって、でもって 

G 対応 によって(は)、により、によったら、によると、によらず 

H 割合 について、につき、に対して 

I 同格 との、という、といった、ところの 

 
3. 言語資料(コーパス等)における格助詞性複合辞の状況について 
一般的に、格助詞性複合辞は、書き言葉、もしくは、フォーマルな場面で多数使用され

る。書き言葉における複合格助詞に注目した研究は、BCCWJ の教科書データにおける複合

辞の使用状況を調査した渡辺(2016)、日本語アカデミック・ライティングにおける格助詞性

複合辞の使用実態に注目した菅谷他(2016)、安(2018)、丁(2023)が挙げられる。話し言葉にお

ける複合格助詞に注目した研究には、服部(2013)、本多（2017）が挙げられる。服部(2013)
は，『国会会議録』と『日本語話し言葉コーパス』のデータに基づき、複合格助詞関連形式

での丁寧形/普通形の対応関係に着目し、レジスターの違いや通時的な観点から比較し，連

用形式や連体形式など，複合格助詞の丁寧形の取り得る形式の多様さについて概観してい

る。本多(2017)では、『日本語話し言葉コーパス』を用い、複合格助詞における丁寧形の機

能について、丁寧形と普通形の比較を通して分析を行っている。丁(2023)では、母語話者に

よって書かれた日本語教育、日本語学関係の学術論文の格助詞性複合辞の全体的な使用状

況を調査し、あわせて日本語教育、日本語学、日本文学などの（母語話者によって書かれ

た）学術論文とも比較し、母語話者によって書かれた学術論文に出現する格助詞性複合辞

の出現頻度、異なり語数、また学術論文に用いられている格助詞性複合辞の表記を明らか

にした。本研究では、丁（2023）を踏まえ、学術雑誌に掲載された話し言葉の資料となる座

談会、講演録、インタビューを取り上げ、学術論文のような書き言葉的な資料との比較を

試みたいと思う。 
 
4. 本研究の研究目的と課題 
座談会は、言語研究の資料としては速記資料や録音を文字化した資料のなかでは作成者・
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発話者等による改変の可能性があるため発言された言語表現を一字一句正確に反映する資

料に較べて言語資料として利用価値は高いとはいいがたい。しかしながら、談話でありな

がら読者に理解しやすいように作成者・発話者等によって必要に応じて口語性を保持しつ

つ文意の通ずるように改変がなされるところに言語研究の資料としての利用価値が認めら

れると考えられる。ことに、日本語学習者にとっては、談話でありながらほぼ規範的な日

本語表現として整えられており、理解しやすい日本語と考えられる。 
本稿は、座談会、インタビュー、講演録を取り上げ、調査を行う。座談会、インタビュー、

講演録は同じように話し言葉的な性質があるが、しかし、話し手の人数、形式などには相

違がある。調査に入る前に、まずそれらを整理し、以下【表 2】に示す。 
【表 2】座談会、インタビュー、講演録について 

種類 
話し手

の人数 
形式 主な目的 特徴 敬語の使用 

座 談

会 
複数人 対話・

討論 
多様な意見

の提示 
原 稿 な

し の 可

能性 

話し言葉

的 
人間関係の都合で、敬

語が出るが、くだけた

表現になる可能性も

ある 
イ ン

タ ビ

ュー 

基 本 的

に 1 人 
質問と

回答 
個人の内面

や経験に迫

る 

１対１のため、敬語が

出る可能性がある 

講 演

録 
1 人 独演 知識や意見

の伝達 
原 稿 あ

り の 可

能性 

書き言葉

的 
使用の程度は講演者

の立場・聴衆との関

係・講演の場の形式性

により相違が出る 
 
座談会は、複数人（専門家、関係者など）が一つのテーマについて話し合う形式である。

複数の話者が登場し、意見交換や議論が展開され、談話的な要素が多いため、敬語が場合

によりくだけた表現になる可能性がある。 
インタビューは、一人または少人数に対し、聞き手が質問を投げかけて答えてもらう形式

である。基本的に「聞き手」と「話し手」の二者で構成され、質問とそれに対する回答の形

式で進行し、話し手の考えや体験を掘り下げ、話し手の個人的な経験や意見が中心になる。 
講演録は、ある人物が特定のテーマについて一人で話した内容を記録したものである。話

し手は基本的に一人で、構成は独演形式で、文章化の際により書き言葉に近い整った文に

なるように編集されることも多い。 
本研究では、各大学、大学関係の雑誌に掲載されている座談会に用いられる格助詞性複

合辞に焦点を当て、収集したデータを計量的に考察し、全体的使用状況を調査する。その

上で、上位に現れるもの、また、使用の傾向と先行研究の違い、格助詞性複合辞の共通点、

特徴、傾向を考察する。さらにその使用傾向について解明することを目的とする。また、同

じ話し言葉的な性格を持つインタビュー、講演録に出現する格助詞性複合辞との比較も行
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うため、フォーマル的な話し言葉に頻繁に使用される格助詞性複合辞と、逆に使用されに

くい格助詞性複合辞との異同を明らかにする。 
 

5. 調査対象の選定 
話し言葉における複合格助詞に注目した研究には、服部(2013)、本多(2017)が挙げられる

が、服部(2013)等が取り上げた『国会会議録』『日本語話し言葉コーパス』のようなデータ

は，話した内容を忠実に文字化しているため、執筆者が推敲した文章のような規範的な表

現で主述が対応した文であるとは限らず、主述がねじれた文や途中で話題を変更して 1 文

をなしていない例が少なからず見られる。『国会会議録』と『日本語話し言葉コーパス』で

「に対して」を検索すると、以下のような文として成り立っていない用例が大量に見られ

る。（下線で「に対して」を示す、波線で問題がある部分を示す） 
(1) 何かその自治省のやった御努力に対して一つの無視と申しますか軽視と申します

か、そういう態度をとられたというふうにはお感じにならなかったでしょうか。

（BCCWJ・国会会議録 OM11_00002 16750） 
(2) 得られた回答にはあのー各刺激語に対して十二から四十種類の連想語のん連想語

があってんでそれでＡＢＣのとかとぅあえー当てはまる回数えー回答数を数えて

えーパーセンテージを示しました。 
（CSJ・学会 A01F0132 22780） 

 
一方、学会誌や大学等の雑誌に掲載されている「座談会」「インタビュー」「講演録」の

話し言葉は、座談会、インタビュー、講演を速記または録音などによって記録したデータ

を文字化した上で、発言者による修正を経て作成されるのが一般的であるため、話し言葉

的な文体でありながらほぼ文として成り立っている。本研究では、座談会における格助詞

性複合辞の使用状況を考察するにあたり、『國學院雑誌』の座談会、インタビュー、講演録

の三種 13 編を調査する。また、『國學院雑誌』の座談会の総文字数に合わせ（文字数 4）、

６つの雑誌 4 に掲載の座談会と比較する。以下【表 3】に、本研究で調査対象とした雑誌の

詳細を示す。 
【表 3】調査対象とした雑誌の詳細(発行年の昇順による） 

調査した雑誌名 発行者 調査内容掲載巻(号) 発行年 調査内容 

國學院雑誌 5 國學院大学 

第 116 巻 第 1 号 2015 

座談会 

第 117 巻 第 2 号 2016 

第 117 巻 第 12 号 2016 

第 119 巻 第 2 号 2018 

第 120 巻 第 3 号 2019 

第 117 巻 第 6 号 2016 
講演録 

第 119 巻 第 4 号 2018 
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第 123 巻 第 10 号 2022 

第 117 巻 第４号 2016 

インタビュー 

第 117 巻 第 6 号 2016 

第 119 巻 第 12 号 2018 

第 120 巻 第 6 号 2019 

第 120 巻 第 9 号 2019 

The KPUM 
TIMES 

京都府立医科大学 vol.06 2021 

座談会 

九大広報 九州大学 
第 101 号 2016 

第 121 号 2021 

言語文化教育研究 一般社団法人・言語

文化教育研究学会 第 6 巻 2007 

創成 東京大学 

第 30 号 2017 

第 29 号 2017 

第 28 号 2017 

大学時報 一般社団法人・日本

私立大学連盟 

7 月号 2023 

9 月号 2023 

 
また、本研究では、格助詞性複合辞を手作業で抽出する方法を用いず、考察対象の学術

論文を電子テキスト化し、テキストエディタ「mi5」の Grep 機能を使用し格助詞性複合辞の

データを抽出した。手順としては、以下のように示す。 
① 電子テキスト化した本文を対象に【表１】にある 44 種すべてを文字列で検索した。 
② 抽出した用例について、松木(1989)の「格助詞」相当の格助詞性複合辞に該当するか

どうか、文脈を確認しながら、手作業で判断した。 
③ 電子テキストで前処理を行った上で、格助詞性複合辞の使用状況を収集し統計的処

理を行った。また、誤差を減らすため、手作業でそれらの正確性を点検し、計量デー

タを確認した。 
 
6. 話し言葉データにおける格助詞性複合辞の使用状況 

6.1.概況(全体の説明)表 4、付録 1、付録 2 の説明） 
『國學院雑誌』の座談会、インタビュー、講演録、また『The KPUM TIMES』『大学時報』

『言語文化教育研究』『創成』『大学時報』における出現頻度が≧10%の格助詞性複合辞の

出現状況を調査し、それぞれの出現頻度（延べ）、異なり出現数を以下の【表 4】に示す。

また、資料として一覧を本論文の末に(付録 1,2)掲出する。 
【表 4】上位に出現する格助詞性複合辞（出現率≧10%） 
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資料名 
出現頻度

（延べ） 

異なり

出現数 

出現率＞10%の格助詞性複合辞 

（多い順） 

『國學院雑誌』座談会 282 20 について、との、において、によって 

『國學院雑誌』インタビュー 113 21 について、によって、との、にとって 

『國學院雑誌』講演録 92 16 によって、について、にとって、との 

『The KPUM TIMES』 9 3 について、との、にとって 

『九大広報』 16 8 について、との、といった 

『言語文化教育研究』 25 10 によって、について、にとって 

『大学時報』 71 12 
について、に関して、において、との、に

対して 

『創成』 52 13 について、との 

 
6.2.出現率 10％以上のもの(よく見られる、頻出するもの) 
ここでは、それぞれの資料を比較したときの共通点と相違点について検討を加える。ま

ず、各格助詞性複合辞の出現頻度から見ると、『國學院誌雑』座談会、インタビューともに

「について」の出現頻度が最も多く見られる。しかし『國學院雑誌』講演録の出現頻度の数

は、「によって」「について」「にとって」「との」という順が見られ、最も多く見られる

のは「によって」である。 
『國學院誌雑』の講演録では、以下の用例のように、「言語接触によって」「ナショナリ

ズム政策によって」「日本語によって」のような、原因・理由、また根拠・基準・観点など

を表す用例が多く出現している。「によって」には手段、原因、根拠などさまざまな使い方

があるため、座談会、インタビューのような出来事、考え、結果などを語る場面ではよく使

われる。 
(1) 日系移民によって世界で最も日本語が継承されている国ブラジルでの日本語教育の現

状、とりわけ博士が研究しておられる日本語とポルトガル語との言語接触によって日

系人の間に生まれる様々な中間言語や、ブラジルにおける日本語の保持・継承の意義、

日本語教育の問題を通して広くグローバル化する世界での第二言語習得についてのあ

り方を視野に入れた社会言語学的な議論を深めることが目的である。 
(『國學院誌雑』講演録/第 119 巻第 4 号 p.20) 

 
また「について」は、日本語学習者にとって最も使用されている格助詞性複合辞とも言

えるが、「に対して」「に関して」と混同しやすく、日本語学習者の間違えやすい格助詞性

複合辞の一つとも言われる。今回の調査資料である『國學院雑誌』の座談会、インタビュ

ー、講演録ともに、「について」の出現率が 10％を超えている。格助詞性複合辞「につい

て」は文全体のテーマを提示し、後に言語活動、思考活動、認識活動、調査、研究、感情、

関係性などを現す述語が来ると思われる。 
「において」は『國學院雑誌』では座談会にのみ多用され、インタビューでは 1 例、講

演録では 2 例見られるだけである。「において」は動作・作用の行われる時・場所・場合を
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表す場所・場面・状況・分野・方面に関して使われると思われるが、改まった書き言葉で使

われており、日常的な話しことばではあまり使われないとされている。 
(2) 文献研究や作品注釈は、今日においても基本的なスタイルで継承されております。 

(『國學院誌雑』座談会/第 116 巻第 1 号,p.286) 
(3) 古典学を標榜します國學院大學が日本の古典においても然りだと思うのです。 

(『國學院誌雑』インタビュー/第 120 巻第 6 号,p.36) 
(4) 作家は言葉において非常に不自由である、その不自由さにおいて、一人ひとりの作家

の真価が問われると、ぼくは思います。 
(『國學院誌雑』講演録/第 117 巻第 6 号,p.63) 

 
また、「にあって」「からすれば」(付録１を参照)は『國學院誌雑』座談会にしか出現し

ない、『國學院誌雑』インタビュー、『國學院誌雑』講演録とも用例が見られない。また、

『國學院誌雑』講演録しか用例が見られないのは「に際して」、『國學院誌雑』インタビュ

ーしか用例が見られないのは「から見て」「に至るまで」「によると」「からして」「から

いって」で、「にあたって」は『國學院誌雑』インタビュー、『國學院誌雑』講演録とも用

例が見られるが、『國學院誌雑』座談会には出現していない。 
「にあって」については、特別な事態や場所において、また「で」「に」という意味で使

われているが、「〜で」や「〜において」よりも硬い表現であるため、本人の発話が修正さ

れている可能性はあるがあえてフォーマルな硬い表現が使用されていると思われる。いず

れもその立場で考えたり、判断したりする表現である。 
(5) 古代の論争はむしろそちらにあって、生命原理として共通して理解されていたのだと

私は思うのです。 
（『國學院誌雑』117 巻 2 号・座談会 p.49） 

(6) 「生ける自然」にあっては、生物の生まれてくるあり方を「自然」の生成変化になぞ

らえて 
（『國學院誌雑』117 巻 2 号・座談会 p.52） 

(7) 自分で言っていることに反しているようですがそうした時代にあって、生命現象、生

命原理を心の概念に含めるのは努力のいる仕事だとも一方では思っています。 
（『國學院誌雑』117 巻 2 号・座談会 p.60） 

 
6.3 他の(国学院雑誌以外の)資料で見られるもの  
次に、その他の資料と比較すると、【表 3】から『The KPUM TIMES』『大学時報』『言

語文化教育研究』『創成』『大学時報』に掲載されている座談会について、出現頻度は『大

学時報』、異なり出現数は『創成』が最も多く見られる。『言語文化教育研究』に最も出現

している格助詞性複合辞は「によって」、そのほかの資料には、「について」が最も見られ

る。また、『大学時報』には他に「に関して」「に対して」も多く出現している。下にその

用例を示す。 
(8) 授業に関しては、オンデマンド型を取り入れたことで聴き逃した箇所や大事な箇所を
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復習できるようになり、学習効果が高まったと思います。 
（『大学時報』2023 年 9 月掲載・p.21） 

(9) また、今後起こり得るであろう感染症の発生や災害に対して、大学全体をどう管理し

ていくかということを、今回のコロナ禍の教訓として考え、危機管理意識の向上につ

なげていきたいと思います。 
（『大学時報』2023 年 9 月掲載・p.26） 

 
6.4(国学院雑誌の)座談会に見られるもの 
【付録１】に示すように、「によると」「からして」「からいって」「に至るまで」は座

談会に出現していない。これに対して、「にあって」「からいえば」「からみると」は座談

会にのみ出現している。また、【付録１】【付録 2】から、「からすれば」は『國學院雑誌』

の座談会と『大学時報』の座談会にしか出現していない。以下にその用例を示す。 
(10) このような脳・身体・環境の実相からすれば、認知活動・心のはたらきも身体化され

て状況や環境に埋め込まれています。 
（『國學院誌雑』117 巻 2 号・座談会 p.43） 

(11) これはもしかするとお三方からすればもう当たり前のことで、昔から言われているこ

とかもしれませんが、私自身としては少し心強い味方を得たような気持ちにもなって

います。 
（『國學院誌雑』117 巻 2 号・座談会 p.56） 

(12) それはベトナムで教えていたんですけど，やっぱり，私からすれば授業やっているん

だから，授業を作るのは，半分は私で，半分は学生だと思っていたんですね。 
（『言語文化教育研究』第 6 巻・座談会 p.69） 

 
「からすれば」については、丁(2020)では、聞き手を納得させるように客観的な場面、ま

たある物事から導き出される結論を述べる場面ではよく使われると述べている。座談会の

ような原稿などの存在が想定しにくい場面では、客観的な根拠のもとに聞き側を納得させ

る結論を述べる際に、「からすれば」を用いることを想定できると思われる。 
学術雑誌に掲載される座談会は学術的な話題を複数で対談することにより、学術的内容

が話し言葉で表現されるため格助詞性複合辞についても学術論文とは異なる傾向が見られ

る可能性がある。 
 

6.5 その他(丁寧形を含むもの) 
また、格助詞性複合辞丁寧形について、改めて中納言で検索すると、「にあたりまして」

「としまして」「国会会議録」に多数（「に当たりまして」は 389 例、「としまして」は

480 例）出現していた。しかし、丁(2023)によれば、学術論文においては格助詞性複合辞丁

寧形の使用が見られない。また、学会データ CSJ も利用して格助詞性複合辞丁寧形「に当

たりまして」「としまして」を検索すると、「会議・会合」に「としまして」1 例しか見ら

れない。これに対して、以下の用例(13)(14)(15)に示したように、『國學院誌雑』座談会、講
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演録には 3 例見られる。以上のことから、格助詞性複合辞丁寧形はフォーマルなアカデミ

ックな場面のうち書き言葉の資料では、ほとんど見られないのに対して、話し言葉の資料

では多少は見られることが指摘できる。 
(13) 最初に当たりまして、こんなことを申し上げたいと思います。 

（『國學院誌雑』116 巻 1 号・座談会 p.295） 
(14) 学校教育以外の機関としましては、日系団体が経営する日本語学校、民間の外國語学

校、大学における公開講座などがあります。 
（『國學院誌雑』119 巻 4 号・講演録 p.29） 

(15) 日系団体運営の日本語学校の特殊性としましては、次のようなことが言えるのではな

いかと思われます。 
（『國學院誌雑』119 巻 4 号・講演録 p.30） 

 
6.6 今回の対象資料には見られないもの 
書き言葉における格助詞性複合辞の使用状況に注目した丁(2023)では、『日本語教育』『國

學院雑誌』『日本語の研究』のいずれも「について」が最も見られると指摘しており、本研

究の『國學院雑誌』座談会と『國學院雑誌』インタビューにおける使用状況と同様の傾向を

示している。しかし、学術論文における格助詞性複合辞の異なり語数は、『日本語教育』

11、『國學院雑誌』11、『日本語の研究』10 である。本研究で扱ったデータでは、『國學

院雑誌』の座談会 22、インタビュー20、講演録 16 であり、いずれも学術論文より多い。 
丁(2023)では、『日本語教育』『日本語の研究』『國學院雑誌』の 3 誌のいずれにも見ら

れない格助詞性複合辞は「からいって」「にかけると」「（の）折から」「でもって」「に

よったら」「によらず」の 6 語であると述べている。これに対して、『國學院雑誌』の座談

会、インタビュー、講演録、および『The KPUM TIMES』『大学時報』『言語文化教育研究』

『創成』『大学時報』に掲載されている座談会のいずれにも出現していない格助詞性複合

辞は「によれば」「によったら」「によらず」「につき」「につけ（て）」「にかけると」

「にわたって」「から言うと」「でもって」「ところの」「（の）折に」「（の）折から」

「にして」の 13 語である。どちらにも出現しない語は「によったら」「によらず」「にか

けると」「（の）折から」「でもって」の 5 語である。このことから、学術論文より、今回

の話し言葉に寄っている資料は格助詞性複合辞の種類が多い。口語的な「でもって」「によ

ったら」のような格助詞性複合辞は学術的な文章のような書き言葉にも座談会、インタビ

ューのような話し言葉においても使用されにくい傾向がある程度見られることが指摘でき

るのではないかと考えられる。 
 
7. まとめと今後の課題 
7.1.今回の傾向 
本研究は、日本語母語話者による座談会、インタビュー、講演録データにおける格助詞

性複合辞についての量的研究である。結果は以下の通りである。 
i. 格助詞性複合辞の出現率について、『國學院雑誌』座談会、『國學院雑誌』インタビ
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ューには「について」が最も多く出現している。『國學院雑誌』講演録、『言語文化

教育研究』には「によって」が最も多く見られる。 
ii. 異なり出現数について、『國學院雑誌』の座談会が多く見られる。また、座談会・イ

ンタビュー・講演録は学術論文より異なり語数が多い。 
iii. 『國學院雑誌』での調査では、「にあって」「からすれば」は『國學院雑誌』座談会、 

「に際して」「をめぐって」は『國學院雑誌』講演録、「に至るまで」「によると」

「からして」「からいって」「からみて」は『國學院雑誌』インタビューにのみ見ら

れる。 
 
以上から、講演録では、文の構造が比較的整っており、論理的・抽象的な話題が多いた

め、格助詞性複合辞が多く使われる。また、話し手が自身で文を整えることが多いため、文

の組み立てが書き言葉に近く、形式張った表現が出やすい。インタビューでは、質問に答

える形で、ある程度構成された話し方になるため、論理的な複合辞も出やすいが、話し手

の話し方の癖や専門性に影響を受ける可能性がある。また、読者にとって未知の世界や視

点を紹介するため、書き言葉的な表現が多いので学術論文の傾向に近い。さらに、相手の

存在を強く意識するので、「からして」「からいって」「からみて」などの主観的視点の複

合辞が多くなる傾向が認められる。それに対して座談会では、話題が頻繁に移り、自然な

談話に近い言い回しが多く、形式的な複合辞はあまり使われていない。 
また、本研究の調査対象に出現している格助詞性複合辞の異なり語数は丁(2023)より多い

が、丁(2023)では、「からすれば」「からみると」は『日本語教育』に、「にあって」は『日

本語の研究』に出現していない。本研究での調査では、「にあって」「からすれば」「から

みると」などの出現が見られるが、僅かにみられる格助詞性複合辞の語彙の偏りについて

は発言者の個人的な語彙の好みによる選択の影響の可能性もあるのではないかと考えられ

る。相手の存在を強く意識するので、「〜にとって」「〜として」などの主観的視点の複合

辞も多くなる傾向。複数人による対話なので、主観的・対人的表現（〜にとって、〜からす

ると）も時々見られるが、基本的には砕けた表現が多い。 
 

7.2.文体差について 
また、座談会・インタビューと学術講演会とで格助詞性複合辞の出現状況の相違につい

ては、資料の性格として、学術講演会では講演資料や原稿をもとにしてそれを話ことばに

して講演する可能性があるのに対して、座談会・インタビューについては原稿などの存在

が想定しにくいことが考えられる。しかし、どちらの場合も言語資料として作成・掲載さ

れているわけではないので、雑誌に公開されるまでの段階で加筆・削除を含む校正によっ

て「座談会・インタビューらしい文体」「学術講演らしい文体」に整えられている可能性が

考えられる。両者に文体の違いがあるとすれば、今回の調査対象外である文末指定時や終

助詞などに出てくる可能性がある。たとえば、司会者とゲスト、聞き手と話し手など複数

の話者や出席者による対話形式の座談会・インタビューでは文末に準体助詞「の」が撥音

化した話し言葉的な「んです」が座談会に 7 例、インタビューに 46 例、「んでしょう」イ
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ンタビューに 1 例見られるのに対して講演者が聴衆に対して 1 人で発話する講演録でも「ん

です」が 93 例見られともに多用しているといえる。 
しかし一方で、終助詞「よね」を伴う「ますよね」は座談会に 5 例、インタビューに 7 例

見られるのに対して講演録では 1 例しか見られず、語彙語法によっては座談会・インタビ

ューと講演録とで文体差がある可能性が指摘できる。このような文体差が格助詞性複合辞

における使用状況の相違に影響しているのではないかと考えられる。文体差の分析につい

ては本研究の直接的な目的ではないため、今後の課題とする。 
また、本研究の調査では、格助詞性複合辞丁寧形「としまして」は、講演録に２例しか見

られないが、２例とも同じ講演者により使われており、僅かにみられる格助詞性複合辞の

語彙の偏りについては発言者の個人的な語彙の好みによる選択の影響の可能性もあるので

はないかと考えられるが、これについても今後の課題とする。 
 

7.3.日本語教育的な観点から 
学術的な座談会に用いられる日本語は、発言者・編集者によって文として整えられた可

能性があり、話し言葉の実態そのものを反映する資料ではない。しかしながら、学習者に

とっては学術的でしかも理解しやすい話し言葉の資料として有効であると考えられる。こ

こに日本語教育の現場において書き言葉における運用だけではなく、学術的な座談会など

の場面における使用も導入する意義が認められるのではないかと考えられる。その準備段

階として、座談会に用いられる複合辞の実態を把握する必要がある。その上で、一まとま

りのものとして理解し、特に学習上、効果的な格助詞性複合辞について検討していくこと

が重要であると考える。 
さらに、出現する格助詞性複合辞のうち、日本語教育の指導上で重要となりうる形式は、

例えば論説文や意見文に頻出する意見を表す「について」「に関して」のような形式や、強

調を表す「として」「という」「といった」、論理関係を的確に示す「に対し」「によって」

などである。使用傾向と上位項目を考察し、日本語教育に反映できれば、日本語学習者の

自然な発話に繋げることができ、文脈の中でどの複合辞を用いるのが適切かを検討するよ

うな授業展開も考えうるだろう。そこで、日本語教育の分野での研究の蓄積を踏まえつつ、

また、さまざまな資料における格助詞性複合辞の使用状況も考慮し、ジャンル別談話スタ

イルの特徴を把握しながら、格助詞性複合辞の日本語教育の現場での有効な扱い方につい

てさらに検討を深めたい、レジスターの違い（フォーマル・カジュアル）や、文の構造の学

習にも応用可能だと考える。 
 

注 
(1) 格助詞性複合辞は、歴史的・位相的・方言的に膨大な数があるが、本研究では「から す

りゃあ」「からいやあ」など話し言葉かつ方言な要素を含む格助詞性複合辞については考

察対象外とした。 
(2) なお、松木(1990)は意味機能による分類とは別に、形態による分類も行なっているが、本研

究の論述と直接関係しないので、ここでは、それについては紹介しない。 
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(3) （ ）は、（ ）内の要素を付加しなくても可能なことを示す。 
(4) 文字数について、國學院雑誌・座談会は 76623、國學院雑誌・インタビューは 51847、國學

院雑誌・講演録は 47739、『The KPUM TIMES』『大学時報』『言語文化教育研究』『創

成』『大学時報』5 冊で 74125 である。 
(5) 『國學院雑誌』は 12 冊/年で発行されており、論文、談話室、紹介、座談会、講演録などさ

まざまな内容が掲載されている。『大学時報』は、大学の先進的な取り組みや高等教育に

関する情報を掲載し、年に 6 回刊行されている。「考えるための日本語実践とは何か」は，

一般社団法人・言語文化教育研究学会が企画した座談会で、『言語文化教育研究』に収録

されている。また、『九大広報』は、主に周辺地域の自治体、高校、企業など学外向け、

また、九州大学の教職員、学生を対象とした広報誌である。『The KPUM TIMES』は京都

府立医科大学出版している広報誌である。『創成』は東京大学大学院新領域創成科学研究

科が刊行している広報誌である。 
(6) Mi（えむあい）は macOS 用のテキストエディタである。1996 年頃に「ミミカキエディッ

ト」としてリリースし、現在は「mi」と改称してバージョンアップを続けている。コーデ

ィングや、Web ページ作成、原稿書き、レビュー、ログ解析などの作業を支援するテキス

トエディタである。また、正確に電子化できているかどうか筆者自身で確認した後に分析

を行った。 
(7) 今回の調査では、『國學院雑誌』は 1 月号に必ず座談会があり、まれに 11 月特集号にもあ

る場合がある。これに対して、【表 3】に示している他の雑誌では座談会は必ず年に何回発

行するではなく、たまに掲載されているので、分量はより少ない。 
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【調査資料】 
(1) 『國學院雑誌』（國學院大學発行）」 
(2) 『The KPUM TIMES』京都府立医科大学発行 
(3) 『九大広報』九州大学発行 
(4) 『言語文化教育研究』一般社団法人・言語文化教育研究学会発行 
(5) 『創成』東京大学大学院新領域創成科学研究科発行 
(6) 『大学時報』一般社団法人・日本私立大学連盟発行 
 
【URL】 
國學院大学雑誌『國學院雑誌』 
https://k-rain.repo.nii.ac.jp/search?page=1&size=20&sort=controlnumber&search_type=2&q=6 
京都府立医科大学広報誌『The KPUM TIMES』 
https://www.kpu-m.ac.jp/doc/newsletter/kouhoushi.html 
九州大学広報誌『九大広報』 
https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/publicity/publications/magazine/ 
東京大学大学院新領域創成科学研究科広報誌『創成』 
https://www.k.u-tokyo.ac.jp/gsfs/sosei/index_2.html 
一般社団法人・言語文化教育研究学会雑誌『言語文化教育研究』 
https://alce.jp/journal/bkn.html 
『大学時報』 
https://daigakujihou.shidairen.or.jp 
 
【付録 1】國學院雑誌における格助詞性複合辞の出現状況 

出現形式 

國學院雑誌座談会 

(文字数：76623) 

國學院雑誌インタビュー

(文字数：51847) 

國學院雑誌講演録 

(文字数：47739) 

出現頻度

（延べ） 
出現率 

出現頻度

（延べ） 
出現率 

出現頻度

（延べ） 
出現率 

について 63 22.34% 27 23.89% 16 17.39% 

との 42 14.89% 13 11.50% 12 13.04% 

において 39 13.83% 1 0.88% 2 2.17% 

によって 34 12.06% 18 15.93% 24 26.09% 

https://daigakujihou.shidairen.or.jp/
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といった 24 8.51% 1 0.88% 1 1.09% 

にとって 18 6.38% 12 10.62% 14 15.22% 

を通して 16 5.67% 8 7.08% 4 4.35% 

に対し（て） 14 4.96% 10 8.85% 3 3.26% 

に関して 12 4.26% 1 0.88% 0 0.00% 

をもって 4 1.42% 4 3.54% 2 2.17% 

にあって 3 1.06% 0 0.00% 0 0.00% 

により 3 1.06% 0 0.00% 3 3.26% 

からすれば 2 0.71% 0 0.00% 0 0.00% 

を通じて 2 0.71% 0 0.00% 3 3.26% 

からいえば 1 0.35% 1 0.88% 0 0.00% 

からすると 1 0.35% 1 0.88% 0 0.00% 

からみたら 1 0.35% 1 0.88% 1 1.09% 

からみると 1 0.35% 4 3.54% 0 0.00% 

からみれば 1 0.35% 0 0.00% 1 1.09% 

をはじめ 1 0.35% 2 1.77% 0 0.00% 

に際し（て） 0 0.00% 0 0.00% 1 1.09% 

に至るまで 0 0.00% 2 1.77% 0 0.00% 

によると 0 0.00% 1 0.88% 0 0.00% 

からして 0 0.00% 1 0.88% 0 0.00% 

からいって 0 0.00% 2 1.77% 0 0.00% 

にあたって 0 0.00% 1 0.88% 3 3.26% 

をめぐって 0 0.00% 0 0.00% 2 2.17% 

からみて 0 0.00% 2 1.77% 0 0.00% 

計 282 100.00% 113 100.00% 92 100.00% 

 
【付録 2】各雑誌における格助詞性複合辞の出現状況 

『九大広報』文字数：317 『言語文化教育研究』文字数：251 

格助詞性複合辞 出現頻度 出現率 格助詞性複合辞 出現頻度 出現率 

について 7 43.75  によって 6 24.00  

との 2 12.50  について 5 20.00  

といった 2 12.50  にとって 3 12.00  

により 1 6.25  といった 2 8.00  

において 1 6.25  に関して 2 8.00  

によって 1 6.25  において 2 8.00  

からみれば 1 6.25  に対し（て） 2 8.00  
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にあたって 1 6.25  との 1 4.00  

計 16 100.00  

からみたら 1 4.00  

からすれば 1 4.00  

計 25 100.00  

『創成』文字数：612 『大学時報』文字数：526 

格助詞性複合辞 出現頻度 出現率 格助詞性複合辞 出現頻度 出現率 

について 22 42.31  について 14 19.72  

との 9 17.31  に関して 12 16.90  

にとって 4 7.69  において 11 15.49  

によって 3 5.77  との 9 12.68  

に関して 3 5.77  に対し（て） 9 12.68  

に対し（て） 2 3.85  といった 6 8.45  

により 2 3.85  により 5 7.04  

を通じて 2 3.85  によって 1 1.41  

からみて 1 1.92  にとって 1 1.41  

において 1 1.92  を通じて 1 1.41  

といった 1 1.92  を通して 1 1.41  

からすると 1 1.92  をもって 1 1.41  

をはじめ 1 1.92  
計 71 100.00  

計 52 100.00  

『The KPUM TIMES』文字数：100 

格助詞性複合辞 出現頻度 出現率 

について 6 66.67  

との 2 22.22  

にとって 1 11.11  

計 9 100.00  
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